
哲学コース 2023 年度科目登録ガイダンス 資料（新３年生以上） 

 

I 科目登録について 

「科目登録の手引き」を熟読し、単位不足のないよう履修計画を立てること。必修講義（６科目）はす

べて履修しなければならない科目です。とりこぼしのないようにしてください。選択演習は「重複履

修」が可能。同じ科目を次の年度にも履修することができ、卒業単位として加算されます。 

 

II 卒論計画について（新３年次生） 

３年次の９月に、卒論の仮題目と研究計画、指導教員の希望（第一希望と第二希望を記入する）を提

出し、11 月に教員による仮指導がおこなわれます。９月までに指導希望教員・仮題目・研究計画をしっ

かり考えておいてください。指導教員の希望（とくに第一希望）については、卒論の研究内容と指導

希望教員の専門領域とが一致するようにしてください。自身の研究内容が領域の点で限定的でない（広

く扱うなど）場合は、研究内容の中心的な部分がどの専門領域に属するかを考慮して、希望を提出し

てください。この希望に基づいて仮指導教員が決定され、仮指導で研究計画の確認などがおこなわれ

ます。基本的に、仮指導をおこなった教員が指導教員になりますが、仮指導の結果、他の教員の指導

をすすめられる場合もあります。この場合は、当該教員と面談し、学生と相談の上、指導教員を決め

ることになります。指導教員決定の手続きにそなえて、３年次の春学期のうちに、哲学コースの各教

員がどのようなテーマを研究しているのか、どのようなテーマなら研究ができそうなのかについて調

査し、必要な場合は LA（哲学学修支援室）に相談することをおすすめします。 

 

III 大学院科目先取り履修について（新４年次生） 

４年次より大学院の授業を先取り履修することができるようになります（一定の条件を満たす必要が

あります）。大学院進学を希望する学生等は、指導教員と相談し、先取り履修を検討してみてください。 

 

IV 語学学習について 

哲学コースでは、哲学書を原典で読むために、ギリシア語、ラテン語、アラビア語、ドイツ語、フラン

ス語といった言語の履修を強く推奨しています。哲学の勉強をする中で、２年次までに習得していな

い言語を学ぶ必要も出てくると思います。３年生・４年生からでも新しい語学を学ぶのに遅いことは

ありません。初級の授業を履修するなどして、必要な言語や興味のある言語を習得してください。半

年くらいで学べる速習コースもあります。 

 

V LA について 

哲学の学びのサポートのために、哲学学修支援室（LA）という仕組みがあります。哲学の学習法や、お

すすめの入門書、レポートの書き方、（いまさら聞けない？）初歩的な質問などなどについて、大学院

生が答えてくれます。詳しい曜日と時間帯は哲学コースのホームページに近日中に記載予定。場所は

33 号館 5階 501 です。 

 

VI その他 

(1) 哲学コースのホームページについて（http://www.waseda.jp/philosophy/） 

お知らせや催し物の告知、LA情報や読書会情報などを掲載しています。定期的に確認してください。 

(2) 読書会について 

学生が主体になって読書会を積極的に開催してください。新しく読書会を始めたいが、どのような

本を読書会の題材に選んだらよいか分からない場合は、助手が相談にのります。 

(3) Waseda メールをこまめにチェックする習慣をつけること。 



教員や事務所とのやり取りは基本的に Waseda メールでおこないます。普段 Gmail等を使っている場

合は、Waseda メールから Gmail等への転送設定ができるのでおすすめです。 

(4) 早稲田大学哲学会機関誌『フィロソフィア』最新号を希望者に哲学コース室にて配布しています。 

(5) 助手の連絡先：繁田 歩 Philosophy.web@list.waseda.jp 

 

VII 卒業論文の指導を受けることのできる教員の一覧 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



VIII 2023 年度講義・演習一覧 

哲学専門講義１（ドイツ哲学／現代哲学） 必修 
20 世紀の歴史思想――ハイデガーからヘイ

ドン・ホワイトまで 
2年以上 春 鹿島 徹 

哲学専門講義２（英米哲学／現代哲学） 必修 分析哲学入門 2年以上 春 伊藤 遼 

哲学専門講義３（中世哲学） 必修 
神と、神が想像した世界と、被造物としての

人間について 
2年以上 春 内山 真莉子 

哲学専門講義４（フランス哲学／現代哲学） 必修 20 世紀フランス哲学――現実とは何か 2年以上 秋 峰尾 公也 

哲学専門講義５（宗教哲学／キリスト教思想） 必修 古代・中世の形而上学とキリスト教思想 2年以上 秋 古舘 恵介 

哲学専門講義６（古代ギリシア哲学） 必修 
アリストテレスのカテゴリー学説とウーシ

アー論 
2年以上 秋 岩田 圭一 

西洋思想史１（古代）  古代ギリシア哲学 1年以上 春 岩田 圭一 

西洋思想史２（中世）  西洋中世哲学史 1年以上 秋 田村 歩 

西洋思想史３（近代）  パッションとは何か：その歴史と現在 1年以上 春 西山 達也 

西洋思想史４（近現代）  分析哲学の発展と論理学の進歩 1年以上 秋 伊藤 遼 

美学  江戸時代後期の文人画家たちの文人画論 1年以上 春 島村 幸忠 

哲学２  古代・中世キリスト教における哲学 1年以上 秋 若松 功一郎 

倫理学２  近代倫理学と現代社会の問題 1年以上 春 御子柴 善之 

宗教学１  イスラーム思想 1年以上 秋 小村 優太 

哲学演習１（ドイツ哲学／現代哲学） 選択 
西欧マルクス主義の源流――ルカーチとコ

ルシュ 
2年以上 春 鹿島 徹 

哲学演習２（英米哲学／現代哲学） 選択 現代論理学の意味論（基礎） 2年以上 春 伊藤 遼 

哲学演習３（中世哲学） 選択 カンタベリーのアンセルムス 2年以上 春 矢内 義顯 

哲学演習４（フランス哲学／現代哲学） 選択 
モーリス・メルロ=ポンティ「間接言語と沈

黙の声」を読む 
2年以上 春 西山 達也 

哲学演習５（宗教哲学） 選択 プロクロスの新プラトン主義を読む 2年以上 春 小村 優太 

哲学演習６（古代ギリシア哲学） 選択 
アリストテレス『形而上学』における原理・

原因の探究 
2年以上 春 岩田 圭一 

哲学演習７（ドイツ哲学／近代哲学） 選択 カント『純粋理性批判』を読む（入門） 2年以上 春 御子柴 善之 

哲学演習８（ドイツ哲学／現代哲学） 選択 アーレント『精神の生活』を読む 2年以上 秋 鹿島 徹 

哲学演習９（英米哲学／現代哲学） 選択 現代論理学の意味論（応用） 2年以上 秋 伊藤 遼 

哲学演習１０（中世哲学） 選択 トマス・アクィナスの「人間の行為論」精読 2年以上 秋 辻内 宣博 

哲学演習１１（フランス哲学／現代哲学） 選択 ジョルジュ・バタイユ『内的経験』を読む 2年以上 秋 石川 学 

哲学演習１２（美学／近代日本哲学） 選択 
カントを中心とする美学の古典の精読と近

現代の美学・文化哲学の諸問題の考察 
2 年以上 秋 小林 信之 

哲学演習１３（古代ギリシア哲学） 選択 ギリシア哲学における理論知と実践知 2 年以上 秋 岩田 圭一 

哲学演習１４（ドイツ哲学／近代哲学） 選択 カントの実践哲学を読む（発展） 2年以上 秋 御子柴 善之 

哲学演習１５（現代倫理学／応用倫理学） 選択 徳倫理学への導入 2年以上 秋 村松 聡 

※「選択」は選択必修科目  ※表の 3 列目は副題（副題が指定されていない場合には授業内容） 

 



IX 教員からのメッセージ 

御子柴 善之 

 哲学コース 3 年以上に進級されたみなさん、順調に哲学の学びを継続されているでしょうか。いや

いや、とても順調とは言えません、と嘆いている方もいらっしゃると思います。私もみなさんと同じ

ころ、そんな気持ちをもっていました。一方で、必要な語学の習得に時間をとられ、他方で、読みたい

もの・読むべきものは途方もなくたくさんあり、これでなにかを学べているのだろうか、と。 

 そんな救いのない気持ちをいくらかでも軽減できる方法として、次のものが考えられると思います。

それは歴史上、どのような哲学が打ち立てられてきたかを、ソクラテス以前の哲学者から 20 世紀の哲

学者まで俯瞰するような、新書くらいの書物を通読しつつ（これは必ず通読しましょう）、そのなかで

特定の哲学者との人格的な「出会い」を待つという方法です。これは、さまざまに問題含みの現代社

会で哲学する方法としては、いかにも遠回りのように見えますが、そうとばかりも言えません。現代

に生きるみなさんが「出会う」相手が、古代の哲学者であろうと近代の哲学者であろうと、その出会

いは現代的なものだからです。現代を生きているみなさんの哲学する衝動がその出会いを準備してい

るのです。 

 私の大学院の研究室ではドイツ近現代哲学を研究する人が多いのですが、国際基督教大学の大学院

で英語圏の近代哲学を研究している研究室と、毎年、研究交流のための研究発表会を開催しています。

これは実に新鮮な体験で、哲学する展望を毎回のように拡張してくれます。哲学する「出会い」は広

がるばかりです。しかし、それは未完成を嘆くようなものとは正反対に、ある種のよろこびを昂進さ

せてくれるものです。みなさんの 2022年度が哲学するよろこびと共にあることを期待しています。 

 

西山 達也 

 私の専門演習や卒論演習ではフランスを中心とする現代哲学・現代思想を幅広く学んでいます。「フ

ランスを中心とする」、と書いたのは、現代においては「フランス哲学」が単体では成り立ちえず、一

方でドイツ哲学、他方で英語圏の哲学と、密接に関わっているからです。実際、私の卒論演習では、レ

ヴィナス、デリダ、ドゥルーズといった現代フランスの哲学者についてだけでなく、フッサールやハ

イデガーについて、あるいは言語学、精神分析、文化人類学といった多岐にわたる分野に関して、演

習参加者同士で対話し、切磋琢磨をしています。また、今年度の私の専門演習では、メルロ=ポンティ

の「人間の科学と現象学」というテクストを読む予定です（『メルロ=ポンティ・コレクション 第１巻』

所収、みすず書房）。現象学の領域について学ぶだけでなく、人間の科学（すなわち人文学）とは何で

あるのか、そして哲学は人間について何を語りうるのかを、共に考えていきたいと思います。フラン

ス語の原典と日本語訳の両方を用いながら授業を進めますが、フランス哲学や現象学に興味があるけ

れどフランス語未習だという人も履修できるようになっています。皆さんと授業やキャンパスでお会

いできることを楽しみにしています。 

 

岩田 圭一 

 新３年生以上の皆さんは、自分がどの時代の哲学、あるいはどのような哲学の諸問題に関心がある

か、そろそろ方向性が見えてきたころではないかと思います。どの時代の、どのような哲学に関心が

あるにせよ、哲学の始まりである古代ギリシア哲学には必ず触れてもらいたいと思います。西洋の哲

学者たちはみな古代ギリシア哲学に対して何らかの態度表明を行っています。皆さんも、プラトンの

対話篇やアリストテレスの著作を手に取って、自身の思索の糧にしたり、踏み台にしたりしてほしい

と思います。 

 私の専門領域は古代ギリシア哲学です。皆さんには、哲学コースの学生の教養として、ぜひ古典ギ

リシア語を学んでもらいたいと思います。ハイデガーはその主著の巻頭にプラトン『ソフィスト』の

一節を掲げています。そしてその思索は、ギリシア哲学に見られるさまざまな概念を独自の仕方で解



釈することを重要な契機としています。現代哲学に関心がある人にこそギリシア語を学んでもらいた

いと思います。初級の授業としては、「初級ギリシャ語１」（春学期）・「初級ギリシャ語２」（秋学期）

と、「初級ギリシャ語（速修）」（春学期、週 2 回）があります。1学期で集中的に勉強して文法を習得

したい人は「初級ギリシャ語（速修）」を、じっくり学びたい人は「初級ギリシャ語１」・「初級ギリシャ

語２」を履修してください。初級を終えたら、中級や講読の授業がありますので、読解力を身につけ

るためにこれらの授業を履修することをお勧めします（科目の構成については文学部 HP の科目登録

ページにある「古典語学習について」をご覧ください）。私が学生だったころと比べると、残念ながら

講読の授業は少なくなりました。講読の授業が少ないと感じている 4 年生のギリシア語既修者は、大

学院の「ギリシャ語１」（春学期）・「ギリシャ語２」（秋学期）の先取り履修という選択肢があります。

ぜひ履修を考えてみてください。 

 ギリシア語の知識を身につければ、プラトンやアリストテレス、さらにはヘレニズム・ローマ期の

哲学者のテクストを原文で読むことができるようになります。古代哲学には、多様な解釈が可能なテ

クストを解読するような楽しさがあります。一人でも多くの人がギリシア語を習得してくれることを

期待しています。 

 卒論指導に関してですが、古代哲学全般（初期自然哲学からヘレニズム・ローマ期の哲学まで）を

対象に指導しています。古代哲学との関連性がある場合、他の時代の哲学や現代的な関心のテーマの

卒論も担当することがあります。なお、古典ギリシア語の知識がなくても古代哲学について卒論を書

くことは可能です（私が担当する授業も同様にギリシア語の知識を前提にはしていません）。 

 ギリシア語学習や卒論指導について質問等がある場合は、授業の際や Moodleの機能を使ってお尋ね

ください。 

 

伊藤 遼 

 新年度を迎える哲学コースの皆さん、ご存知のように、哲学コースでは、古代から現代に至るまで、

認識論や形而上学、倫理学や美学、宗教哲学といった、哲学のさまざまな分野を学ぶことができます。

すでに特定の分野や哲学者に関心が絞られた人も、まだまだ模索中という人も、幅広くいろいろな授

業を履修して、先哲たちがもちいたさまざまな「概念」や「議論」のあり方をぜひ学んでください。ま

た、それらを学ぶときに、友人とテクストを読み比べることはとても役立ちます。予備知識がないと

難解な「概念」の説明を共有できたり、自分だけでは気づかなかった「議論」の存在に気づくことがで

きたりするからです。授業の予復習を友人と行ったり、勉強会に参加したりして、こうした「読み比

べ」の機会を持っていただければと思います。 

 私は、近現代の英語圏の哲学（いわゆる「分析哲学」）を担当としています。例年、「哲学専門講義

2」では、分析哲学において論じられる諸問題をできるだけ幅広く紹介することを目標に授業を行なっ

ています。秋学期の「西洋思想史 4」では、分析哲学の成立・発展の歴史をその背後にある論理学の発

展の歴史と合わせて紹介しています。「哲学演習 2」と「哲学演習 9」は、重複履修可能なので毎年異

なるトピックをとりあげています。2023年度はある意味ガッツリと「現代論理学の意味論」です。こ

れをやっておけば、分析哲学の文献に時々出てくる論理式とか可能世界意味論とかそういったものを

恐れる必要はありません。この演習の目標は、数学的な結果を踏まえて哲学的な問い（論理的な推論

とは何か、論理記号は何を意味するのか、etc.）の答えを探ることです。 

 卒論指導は、分析哲学を中心に英語圏の論理学、言語哲学、形而上学、認識論、真理論、自由意志

論、心の哲学などの諸分野を担当しています。フレーゲやウィトゲンシュタインなど、分析哲学に対

する哲学史的探究も歓迎です。哲学専門講義 2や西洋思想史4で紹介した哲学者の考えに関心があり、

それについて知識と考察を深めたいという方は、ぜひ卒論で扱うことを検討してみてください。 

 


